
令 和 ４ 年 度 長 久 手 市 平 成 こ ど も 塾 事 業 報 告

令和5年3月 31日現在

１ 平成こども塾運営委員会

２ プログラム事業実施状況

開催日 内 容

⑴
令和4年
7月7日 (木 )

ア 令和３年度事業実績について
イ 令和４年度事業計画について

⑵ 10月 2日 (日 )
ア 令和４年度事業中間報告について
イ プログラム見学（サポート隊創作班「竹のマリオ
ネット作り」）

⑶
令和5年
2月3日 (金 )

ア 令和４年度事業中間報告について
イ 令和５年度事業計画(案)について

プロ
グラ
ム名

講座名
開催日
(回数)

参加者数（人）
内容

こども 大人 合計

学校連
携事業

飯 盒 炊 さ
んとカレー
ライス作り
他

6/3
（金）
はじめ
68回
(38)

2,126

(1,131）

176

（ 98）

2,302

（ 1,229）

焚き火の熾し
方 や 飯 盒 で

のご飯の炊き
方を身につけ
る。

教職員
研修等

コ ロ ナ 禍
のため中
止

0回

（0）

0

（ 0）

0

（ 0）

0

（ 0）
ー

専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム

暮らしの
道具作り
と料理教
室

6/19
（日）
はじめ
6回
(6)

75

（ 76）

69

（ 64）

144

（ 140）

サイズに合っ
た木の箸と箸
置き作りと米
料理他

里山冒険
クラブ

6/11
（土）
はじめ
4回
(4)

54

（ 58)

43

（ 36）

97

（ 94）

弓矢作 り、自
然 素 材 で 作
る虫よけ他

ネイチャ
ー ゲ ー
ム

5/21
（土）
はじめ
6回
(6)

61

（ 71）

59

（ 60）

120

（ 127）

里山の自然
発見、梅雨時
の生きもの調
べ他

５



※ 表中の各欄の上段は令和４年度、下段()は令和３年度同時期の数値
※ 「増減」欄は、令和４年度から令和３年度を差し引いた数値
※ サポート隊のみの活動（こどもファーム準備活動など）は含まない。

３ 広報関係
⑴ こども塾だより

こども塾だより(プログラムの案内、活動の様子)を毎月各4,040部発行
ア 市内小学校、サポート隊員及び市内公共施設への配布並びに運営委員、
マスコミ等への発送

イ 市ホームページへの掲載
⑵ きずなネット（旧名称は「子育て支援アプリ」）

中部電力が開発したアプリに、長久手市が実証実験で協力（令和２年度２月

食と農
こどもフ
ァーム他

4/2
（土）
はじめ
44回
(37)

759

（ 564）

598

（ 355）

1,357

(919）

野菜の苗植
え・手入れ
・収穫、草
取り、畝作
り他

自然観
察・体
験

ホ タ ル
の 観 察
会他

4/9
（金）
はじめ
13回
(6)

164

（ 46）

148

（ 43）

312

（ 89）

ホタル観察や
ホタルの選別
と放流他

創作班

竹 の 食
器 （ モ ー
ニングセ
ット）作り
他

4/3
（日）
はじめ
31回
(29)

424

（ 409）

349

（ 335）

773

（ 744）

竹で食器セッ
トを作る他

サポー
ト 隊 自
主プロ
グラム

大人の工
作教室他

6/12
（日）

はじめ
3回
(2)

20

（ 17）

43

（ 25）

63

（ 42）

竹の花器り
（大人対象）

他

こども
塾プロ
グラム

介助犬を
知ろう他

7/28
（金）
はじめ
8回
(9)

96

（ 87)

81

（ 70)

177

（ 157）

（社 福 ）日 本
介 助 犬 協 会
と協 働 してプ
ログラムを実
施他

計
183

（ 137）
3,779
(2,455)

1,566
(1,086)

5,345
(3,541)

増 減 46 1,324 480 1,804

６



開始）。スマートフォンでイベント情報を見ることができるアプリ。こども塾だより発

行毎に更新

４ 平成こども塾利用状況

※ 表中の各欄の上段は令和４年度、下段()は令和３年度同時期の数値
※ 「増減」欄は、令和４年度から令和３年度を差し引いた数値
※ サポート隊のみの活動（こどもファーム準備活動など）は含まない。

月
開館日数

（日）

入館者数（人）
（※プログラム参加者と

実施者及びその準備者
を含む全ての人数 ）

(再掲)
プログラムの数及び参加者数

プログラム(件 ) 参加者数(人 )

４
26
(26)

４７１
(350)

１０
(8)

３０７
(241)

５
26
(26)

４５３
(272)

９
(5)

２７８
(138)

６
26
(25)

１，０３５
(182)

２５
(2)

７８９
(61)

７
27
(2７)

７２４
(491)

1８
(12)

５２１
(300)

８
26
(2６)

3４９
(362)

９
(11)

２２２
(207)

９
26
(2６)

６３５
(87)

１４
(0)

４２２
(0)

１０
26
(27)

９４４
(975)

2３
(26)

６５６
(701)

１１
26
(２５)

１，００８
(720)

2４
(２0)

６７２
(489)

１２
24
(２４)

５１１
(584)

1２
(14)

3４５
(379)

令和５年
１

24
(２４)

７７１
(598)

１６
(15)

4９３
(423)

２
２４
(２４)

５９９
(604)

1４
(１5)

４２３
(406)

３
２７

(２7)

３７７

(３54)

９

(9)

２１７

(196)

計
３０８

(３０8)

７,８７７

(5,579)

１８３

(１37)

５，３４５

(３,541)

増減 ±０ ＋２，２９８ ＋４6 ＋１，８０４

７



５ かまど利用状況

※ 表中の各欄の上段は令和４年度、下段()は令和３年度同時期の数値
※ 「増減」欄は、令和４年度から令和３年度を差し引いた数値

※ サポート隊のみの活動（こどもファーム準備活動など）は含まない。
※ 11月、1月及び3月のかまど利用は、プレーパーク運営希望者らによる
おためし活動の一環として、みどりの推進課がサポートするプログラム

月
件数
（件）

利用人数（人）

子ども 大人 計

４
０
(１)

０
(３)

０
(１)

０
(４)

５
１

(０)

３

(０)

４

(０)

７

(０)

６
０

(０)

０

(０)

０

(０)

０

(０)

７
０

(０)

０

(０)

０

(０)

０

(０)

８
１

(０)

２

(0)

５

(0)

７

(0)

９
０

(０)

０

(0)

０

(0)

０

(0)

１０
０

（０)

０

(０)

０

(０)

０

(０)

１１
１

(０)

１５

(０)

１７

(０)

３２

(０)

１２
０

(１)

０

(２)

０

(８)

０

(１０)

令和５年

１

１

(0)

２７

(０)

２０

(０)

４７

(０)

２
０

(０)

０

(0)

０

(0)

０

(0)

3
１

(０)

１３

(０)

１０

(０)

２３

(０)

計
５

(２)

６０

(５)

５６

(９)

１１６

(１４)

増減 ３ ５５ ４７ １０２

８



６ サポート隊 員 及 び学 校 連 携 講 師 育 成 事 業

長 久 手 市 平 成 こども塾 は、ボランティア組 織 である「平 成 こども塾 サポー

ト隊 」が、新 規 のボランティア登 録 が少 なく年 々高 齢 化 が進 んでいる。そのた

め、より多 くの人 に平 成 こども塾 を知 ってもらい 、新 規 のボランティア登 録 を

促 してボランティア組 織 の若 返 りに努 めている。具 体 的 には、６月 １２日 （日 ）

「大 人 の工 作 教 室 」に続 いて１０月 ３０日 （日 ）に「南 木 曽 木 工 教 室 」（木

曽 ヒノキを使 った「ロールペーパーラック」を作 成 ）を実 施 済 み。

また日 頃 からサポート隊 の口 コミで地 道 にボランティア登 録 への声 かけを

続 けた結 果 、２人 が新 規 加 入 した（内 1人 は、高 校 生 ）。

同 様 に学 校 連 携 講 師 についても口 コミを中 心 に新 規 加 入 者 を増 やす努

力 を続 けているが、今 年 度 は４人 の加 入 があった。

７ 周辺整備等

⑴ 里山の整備事業は、竹林整備として１０月２２日（土）に竹林の伐採を、１２月

１０日（土）に堆肥散布を実施した。これはこどもファームの子どもたちが、来春の

タケノコ収穫を期待しての管理作業である。

また竹や木は、昨年度の樹木管理工事等で伐採した木を昨年から順次玉切

りにしてきたが、次年度からの大幅な薪の値上げに備えて今年度は、薪割り機を

借用して薪作りを行った。

また、地域で活動している団体の「ながくて里山クラブ」が定期的に平成こど

も塾に隣接した里山等の整備を行っている。

⑵ 長久手版プレーパーク実現に向けて１１月１９日（土）には体験会として「プレ

ーパークってなんだろう～体験しながら考える。子どもと遊びと地域の未来～」を

開催した。

今回の特色は、講師の話を最小限に抑えて子どもが体験することを主とした。

講師は、岐阜県森林文化アカデミー教授の萩原裕作氏に依頼した。参加保護

者からも好評だったため、次年度も継続して講師を依頼したいと考えている。この

体験会により、プレーパークについて実施者の発掘や更なる周知と機運の醸成

を図る。

９


